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ほ
乳
類
や
魚
類
な
ど
背
骨
が
あ
る
動
物
が
、
脊
椎
動
物
で
す
。
無
脊
椎
動
物
は
背
骨
が
な
い

動
物
の
こ
と
で
、
貝
類
や
イ
カ
や
タ
コ
な
ど
の
頭と

う

足そ
く

類る
い

を
含
む
軟な

ん

体た
い

動
物
、
昆
虫
、
エ
ビ
・
カ

ニ
な
ど
の
甲こ

う

殻か
く

類る
い

を
含
む
節せ

っ

足そ
く

動
物
、
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
な
ど
を
含
む
棘き

ょ
く
ひ皮

動
物
、
ホ
ヤ
な
ど
の

尾び

索さ
く

動
物
な
ど
、
多
く
の
動
物
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
貝
、
エ
ビ
、
タ
コ
の
増
養
殖
の
研
究
を
取
り
上
げ
ま
す
。

魚介類とは、ワカメやコンブなど海藻を除いた、魚、貝、イカ、タコ、エビ、カニ、
ナマコなど、水産物全体をさします。
魚貝類は、魚と貝だけをさす言葉として使われています。

海
産
無む

脊せ

き

椎つ

い

動
物
の
増
養
殖
研
究

軟体動物

無脊椎動物

脊椎動物

貝類

棘皮動物
きょく  ひ び　さく

せ っ  そ く

尾索動物

節足動物

頭足類

魚類 ほ乳類

と う  そ く

む   せ き  つ い

せ き  つ い

今回は、貝、エビ、タコの増養殖を
取り上げます

魚介類と魚貝類



握りずし

図1　種類別の年間漁獲量に対する占有率

魚類

貝類
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海藻類
頭足類海産無脊椎動物
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合計：およそ16％＊

瀬戸内海区水産研究所
　海産無脊椎動物研究センター

岡
おか

 雅
まさ

一
かず

＊およそ16％：「 その他の動物 」には0.1％
にも満たない海産ほ乳類が含まれますが、
大部分は海産無脊椎動物のナマコ類、ウニ
類です
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貝
、
エ
ビ
、
タ
コ
の
研
究
の
背
景
と
現
状

和
食
文
化
の
代
表
と
も
い
え
る
握
り
ず
し
の

ネ
タ
の
種
類
を
改
め
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
マ

グ
ロ
、
マ
ダ
イ
な
ど
の
魚
類
に
加
え
て
、
イ

カ
・
タ
コ（
頭
足
類
）、
エ
ビ（
甲
殻
類
）、
ホ

タ
テ
ガ
イ
・
ア
カ
ガ
イ（
貝
類
）、
ウ
ニ
な
ど

の
ネ
タ
は
定
番
と
い
え
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
の
漁
獲
量
全
体
に
占
め
る
割

合
を
み
る
と
、
魚
類
の
82
％
に
対
し
、
ホ
タ
テ

ガ
イ
や
ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
貝
類
は
８
％
、
イ
カ

や
タ
コ
な
ど
の
頭
足
類
は
５
％
、
エ
ビ
や
カ
ニ

な
ど
の
甲
殻
類
は
２
％
、
ナ
マ
コ
や
ウ
ニ
、
海

産
ほ
乳
類
な
ど
を
含
め
た
そ
の
他
の
動
物
が

１
％
で
す
。
海
産
無
脊
椎
動
物
で
合
計
す
る
と

お
よ
そ
16
％
と
な
り
ま
す（
図
１
）。

漁
獲
量
で
も
食
材
利
用
と
し
て
も
魚
類
は
間

違
い
な
く
和
食
の
主
役
で
す
が
、
今
回
は
脇
役

な
が
ら
す
し
ネ
タ
で
は
漁
獲
量
以
上
に
存
在
感

が
あ
る
海
産
無
脊
椎
動
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
み
ま
し
ょ
う
。



図2　2004～16年の各種類の全国の年間漁獲量の変化

図3　2016年種類別養殖生産量
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クルマエビ

ホタテガイ
カキ類

ホヤ類

漁
獲
量
や
養
殖
生
産
量

２
０
０
４
～
16
年
の
全
国
の
漁
獲
量
の
推
移

を
グ
ラ
フ
に
し
て
み
ま
し
た（
図
２
）。
こ
こ

数
年
、
甲
殻
類
を
除
き
、
魚
類
、
貝
類
、
頭
足

類
、
そ
の
他
の
動
物
で
、
漁
獲
量
は
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。
海
産
無
脊
椎
動
物
で
は
、
頭
足

類
の
減
少
と
近
年
の
貝
類
の
減
少
が
顕
著
に
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
頭
足
類
は
、
漁
獲

に
占
め
る
割
合
が
多
い
ス
ル
メ
イ
カ
の
不
漁
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
貝
類
は
、
北
海
道

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
14
年
末
の
高
潮
被
害
に
よ
り

ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
獲
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
ア
サ
リ
の
全
国
的
な
漁
獲
減
少
が
影
響
し

て
い
ま
す
。

16
年
の
養
殖
生
産
量（
図
３
）を
み
る
と
、

無
脊
椎
動
物
で
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
カ
キ
類
、

ホ
ヤ
類
、
ク
ル
マ
エ
ビ
が
養
殖
対
象
種
で
す
。

生
産
量
は
貝
類
の
合
計
が
37
万
ト
ン
、
次
い
で

ホ
ヤ
類
の
約
１・
９
万
ト
ン
、
ク
ル
マ
エ
ビ
で

は
約
１・４
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
自
給
率（
国
内
生
産
量
／（
国
内
生
産

量
＋
輸
入
量
︱
輸
出
量
）×
１
０
０（
％
）、
国

内
生
産
量
＝
国
内
漁
獲
量
＋
国
内
養
殖
量
）を
計

算
し
ま
し
た
。
貝
類
90
・
５
％
、
頭
足
類
68
・

１
％
、
甲
殻
類
18
・
４
％
（
図
４
）で
、
バ
ナ
メ

イ
エ
ビ
な
ど
の
エ
ビ
類
の
輸
入
が
多
い
た
め
、

甲
殻
類
の
自
給
率
は
20
％
に
届
き
ま
せ
ん
。
貝

類
は
自
給
率
が
高
い
の
で
す
が
、
ア
サ
リ
は
輸

入
の
割
合
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。



図4　2016年各種別自給率
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特
徴
的
な
の
は
、
養
殖
対
象
種
で
あ
る
ホ
タ

テ
ガ
イ
、
カ
キ
は
養
殖
生
産
の
お
か
げ
で
、
自

給
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
は
農
林
水
産
物

の
中
で
輸
出
量
が
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
産
無
脊
椎
動
物
の
資
源
減
少
対
策
で
は
、

沖
合
で
漁
獲
さ
れ
る
ス
ル
メ
イ
カ
や
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
類
に
関
し
て
は
資
源
管
理
を
着
実
に
実
行
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
海
産
無
脊
椎
動
物
の

多
く
の
種
類
は
沿
岸
に
い
る
た
め
、
さ
ら
に
積

極
的
な
対
策
で
あ
る
増
殖
や
養
殖
手
段
に
よ
っ

て
、
増
産
や
付
加
価
値
創
出
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

水
産
研
究
・
教
育
機
構
は
、
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
、
海
産
無
脊
椎
動
物
の
漁
業
、
養

殖
業
に
よ
る
安
定
生
産
、
安
定
供
給
の
た
め

に
、
先
導
的
、
先
進
的
な
研
究
開
発
を
進
め
る

こ
と
で
、
生
産
地
で
あ
る
地
方
を
元
気
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
機
構
の
研
究
対
象
種

今
号
で
は
、
地
域
水
産
業
の
活
性
化
を
期
待

で
き
る
種
類
と
し
て
、
ア
サ
リ
、
タ
イ
ラ
ギ
、

ク
ル
マ
エ
ビ
、
マ
ダ
コ
を
取
り
上
げ
ま
す
。
二

枚
貝
養
殖
に
は
エ
サ
が
不
要
で
す
。
ク
ル
マ
エ

ビ
は
稚
エ
ビ
を
池
に
入
れ
て
6
カ
月
以
内
で
出

荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ル
マ

エ
ビ
は
1
年
で
成
熟
す
る
た
め
、
魚
類
と
比
べ

て
世
代
交
代
に
時
間
が
か
か
ら
な
い
点
で
、
成

長
が
早
か
っ
た
り
、
病
気
に
か
か
り
に
く
か
っ

た
り
す
る
個
体
を
選
抜
し
、
よ
り
よ
い
品
種
を

作
り
出
す
の
に
有
利
で
す
。
マ
ダ
コ
は
食
べ
た

エ
サ
の
半
分
程
度
は
肉
に
な
り
ま
す
が
、
共
食

い
も
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
貝
類
、
ク
ル
マ
エ

ビ
、
マ
ダ
コ
の
各
専
門
家
が
最
新
の
研
究
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。



図1　アサリ漁場整備の流れ

造成する
造成する適地を予測する

水産工学研究所
水産土木工学部

生物環境グループ　南
なん

部
ぶ

 亮
りょう

元
げん

調査する

分析する
アサリの生息によい環境を知る

ここがいい！

貧酸素になるとダメ

波が強いとダメ

水深
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ア
サ
リ
漁
場
を
整
備
し
て
漁
獲
に
成
功

日
本
の
ア
サ
リ
漁
獲
量
は
、
１
９
８
０
年
代
の

16
万
ト
ン
か
ら
２
万
ト
ン
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
低

迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
稚ち

貝が
い

が
成
貝
に
な

る
ま
で
に
死
亡
し
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
漁
業
者
が
行
っ
て
い
る
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
稚
貝
の
放
流
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
漁
獲
量
の
増
加
に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

水
産
研
究
・
教
育
機
構
は
、
天
然
海
域
で
ア
サ
リ

が
安
定
し
て
成
長
す
る
環
境
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ア
サ
リ
の
生
き
残
り
に
重
要
な
環

境
条
件
は
、
貧
酸
素
の
影
響
が
少
な
く
、
波
の
影
響

を
受
け
に
く
い
静
穏
な
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
三
重
県
松
阪
市
の
近
く
の
海
域
で
、
必

要
な
環
境
条
件
を
満
た
し
た
ア
サ
リ
が
安
定
し
て
成

長
で
き
る
漁
場
を
新
た
に
造
成
す
る
こ
と
で
、
ア
サ

リ
漁
獲
量
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

試
験
を
行
い
ま
し
た（
図
１
）。
ま
ず
、
貧
酸
素
の

影
響
が
少
な
い
水
深
3
〜
4
メ
ー
ト
ル
の
海
底
に
、



漁獲する

6 ～ 8月
稚貝を取り上げて、放流

図2　放流後のアサリ現存量の推移

写真　放流（ 左 ）後9カ月で殻長30ミリに成長したアサリ（ 右 ）
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波
の
影
響
を
受
け
に
く
い
静
穏
な
漁
場
に
す
る
た
め

に
粒
径
4
ミ
リ
の
砕さ

い

石せ
き

を
敷
き
つ
め
ま
し
た
。
造
成

し
た
ア
サ
リ
漁
場
に
殻
長
8
ミ
リ
の
稚
貝
を
約
１
・

２
ト
ン
放
流
し
ま
し
た
。
9
カ
月
後
に
は
殻
長
30
ミ

リ
以
上
に
成
長
し（
写
真
）、
実
際
に
約
３・３
ト
ン

の
漁
獲
に
成
功
し
ま
し
た
。
一
方
、
造
成
場
所
と
同

じ
水
深
で
、
波
の
影
響
を
受
け
や
す
い
条
件
と
す
る

た
め
に
砕
石
を
敷
き
つ
め
ず
に
稚
貝
を
放
流
し
た

と
こ
ろ
、
成
貝
に
な
る
前
に
す
べ
て
死
亡
し
ま
し
た

（
図
２
）。

こ
の
結
果
か
ら
、
貧
酸
素
の
影
響
が
少
な
い
海
域

で
、
砕
石
を
敷
い
て
波
の
影
響
を
受
け
に
く
い
静
穏

な
場
所
を
造
成
す
る
こ
と
で
、
稚
貝
の
死
亡
を
減
ら

し
、
稚
貝
か
ら
成
貝
へ
安
定
し
て
成
長
さ
せ
、
漁
獲

ま
で
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
、
新
た
に
造
成
す
る
漁
場
の
選
定
、
稚
貝
の
確

保
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
検
討
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
成
果
は
、
新
し
い
資
源
回
復
の
手
法
と
な
り

ま
す
。
よ
り
多
く
の
ア
サ
リ
稚
貝
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
整
備
す
る
場
所
を
広
げ
る
こ
と
で
、
ア
サ
リ

資
源
の
着
実
な
回
復
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

＊本成果は、水産基盤整備調査委託事業「 アサリ資源回復のための母貝・稚貝・
成育場の造成と実証 」 （ 平成27 ～ 29年)により行われました。



西海区水産研究所
有明海・八代海漁場環境研究センター
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彦
ひこ

写真2　タイラギは砂や泥の中に直立し
て埋まっています

写真1　タイラギ（ 上 ）とタイ
ラギの刺し身（ 下 ）

図1　タイラギの漁獲量の推移
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タ
イ
ラ
ギ
の
人
工
種
苗
を
活
用
し
て

母
貝
団
地
を
つ
く
る
取
り
組
み

タ
イ
ラ
ギ（
写
真
１
）は
、
九
州
か
ら

北
海
道
南
部
ま
で
の
内
湾
の
、
潮
間
帯
か

ら
深
さ
20
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
砂
や
泥
の
海

底
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
長
さ
が
30
セ
ン

チ
を
超
え
る
大
き
な
貝
で
、
貝
柱
は
ホ
タ

テ
ガ
イ
同
様
に
巨
大
で
美
味
で
あ
り
、
外が

い

套と
う

膜ま
く（

ビ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）も
食

用
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
日
本
沿
岸
で
資
源
が
大
き
く
減

少
し
て
い
ま
す
。
有
明
海
は
最
大
の
産
地

で
し
た
が
、
２
０
０
０
年
以
降
は
立
ち
枯

れ
へ
い
死（
※
、
写
真
２
）や
貧
酸
素
に

よ
る
大
量
死
あ
る
い
は
エ
イ
な
ど
の
食
害

が
頻
発
し
、
資
源
が
著
し
く
減
っ
て
い
ま

す（
図
１
）。

有
明
海
で
は
、
広
域
資
源
量
調
査
と
漁

業
調
整
規
則
に
よ
る
採
捕
制
限
を
組
み
合

わ
せ
た
資
源
管
理
策
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
直
近
の
調
査
で
は
、
親

貝
だ
け
で
な
く
、
浮
遊
幼
生
や
稚ち

貝が
い

の
発
生
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
か
ら
有
明

沿
岸
４
県
と
と
も
に
、
有
明
海
産
の

親
貝
に
よ
る
人
工
種
苗
生
産
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
生
産
さ
れ
た
稚
貝

を
中
間
育
成
し
、
産
卵
母
貝
資
源
を

※立ち枯れへい死：海底に埋まったタイラギが、何らかの理由で海底から一斉に這
は

い出して（ 立ち上がり ）、そのまま死亡して
殻だけが立ったまま残る状態をいいます。原因不明の痩

や

せをともなって急激に死亡します。



熊本県

福岡県佐賀県

長崎県

有明海

20km

図2　タイラギ浮遊幼生ネット
ワークの概念図

写真4　食害防止用ケージ（ 左 ）と海中設置
型育成ネット（ 右 ）

（ 右写真：福岡県提供 ）
母貝団地候補地

写真3　移植可能な大きさまで育てた
タイラギ人工貝

（ 長さ約10センチ、1,000個体 ）
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確
保
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

米
粒
ほ
ど
で
触
る
と
割
れ
て
し
ま
う
タ

イ
ラ
ギ
稚
貝（
参
考
：
表
紙
写
真
）を
、

移
植
可
能
サ
イ
ズ
ま
で
中
間
育
成
す
る
手

法
は
未
確
立
で
し
た
。
そ
こ
で
、
養
殖
技

術
開
発
で
培
わ
れ
た
垂す

い

下か

育
成
技
術
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
現
在
は
移
植
可
能
な

５
～
10
セ
ン
チ（
写
真
３
）サ
イ
ズ
ま
で

７
割
の
生
残
率
で
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
の
大お

お

牟む

田た

沖
の
調
査
で
は
、
保

護
ネ
ッ
ト
な
し
で
タ
イ
ラ
ギ
稚
貝
を
移
殖

し
た
と
こ
ろ
、
食
害
に
よ
り
60
日
後
の
生

存
が
０
％
で
し
た
が
、
保
護
ネ
ッ
ト
に
入

れ
て
移
植
す
る
と
２
７
９
日
後
の
生
存
が

60
％
と
、
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
部
は
成
貝
サ
イ
ズ
ま
で
生
き

残
り
、
成
熟
・
産
卵
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
有
明
海
沿
岸
４
県
と
協
調

し
、
よ
り
多
く
の
卵
を
産
卵
さ
せ
て
幼
生

を
供
給
で
き
る
よ
う
に
、
タ
イ
ラ
ギ
を

食
害
防
止
用
の
ケ
ー
ジ
や
ネ
ッ
ト（
写
真

４
）に
収
容
し
て
、
良
好
な
場
所
に
集
中

的
に
移
植
し
て
保
護
・
育
成
す
る「
母
貝

団
地
」の
造
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の「
母
貝
団
地
」造
成
事
業
は
、
3
カ
年

で
６
万
個
体
を
移
植
し
、
生
き
残
っ
た
３

割（
２
万
個
体
）が
最
終
的
に
産
卵
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
２

に
示
し
た
よ
う
に
、
遠
く
離
れ
た
タ
イ
ラ

ギ
同
士
が
、
海
を
漂
う
幼
生
を
通
じ
て
互

い
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
子
孫

を
増
や
す
良
好
な
関
係
と
な
る
、
タ
イ
ラ

ギ
浮
遊
幼
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を

通
じ
て
、
タ
イ
ラ
ギ
資
源
再
生
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

＊この成果は、水産庁委託事業である「 人工種苗生産技術を活用したタイラギ資源増大法の開発 」（2014-2017 ）によるものです。



写真1　クルマエビのメス親（ 天然個体 ）
最近では人工的に育てたメス親を
用いることも多くなっています

写真2　クルマエビの養殖池
水車で、海水に空気を取り込んでいます
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ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
の
現
在
と
未
来

ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
は
、
毎
年
4
月

頃
、
親
エ
ビ(
写
真
１)

に
卵
を
産
ま
せ

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
卵
は
半
日
ほ

ど
で
ふ
化
し
、
生
ま
れ
た
幼
生
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
大
型
水
槽
で
稚
エ
ビ
に
な
る

ま
で
一
カ
月
ほ
ど
大
切
に
育
て
ら
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
稚
エ
ビ
は
海
辺
に
あ
る
広

大
な
海
水
の
池（
写
真
２
）に
放
さ
れ
、

夏
か
ら
冬
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
方
法
で
の
養
殖
は
１
９
６
０

年
代
に
日
本
人
が
確
立
し
、
塩
田
跡
地
の

活
用
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
海
各
地
で
本
格
化

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
国
内
の
ク
ル
マ

エ
ビ
供
給
の
約
8
割
を
養
殖
が
担
っ
て
お

り
、
九
州
や
沖
縄
地
方
が
主
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
ク
ル
マ
エ
ビ
生
産

を
支
え
る
養
殖
業
で
す
が
、
長
い
間
、
ク

ル
マ
エ
ビ
急
性
ウ
イ
ル
ス
血
症（
ホ
ワ
イ

ト
ス
ポ
ッ
ト
病
）と
呼
ば
れ
る
病
気（
写

真
３
、４
）に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
約
25
年
前
に
外
国
産
の

稚
エ
ビ
を
導
入
し
た
地
域
で
最
初
に
発
生

し
、
翌
年
に
は
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

被
害
は
大
き
く
、
最
も
猛
威
を
振
る
っ
た

90
年
代
後
半
に
は
、
年
間
生
産
量
が
そ
れ

ま
で
の
約
3
千
ト
ン
か
ら
1
千
5
百
ト
ン

瀬戸内水産研究所 
海産無脊椎動物研究センター
甲殻類グループ　菅

すが

谷
や

 琢
たく

磨
ま



写真3　急性ウイルス血症の原因と
なるウイルス

（スケールは500ナノメートル※）

写真 4　健康な個体（上）とホワイトスポッ
ト病を発症した稚クルマエビ（下）
発病した個体は 健康な個体に比べて
体が赤くなっています

ウイルスフリー・
クルマエビの親

ウイルスフリー・
クルマエビの親

ウイルスフリー・
クルマエビの稚エビ

精度よく見つける
技術を開発

簡単にウイルスフリー・
クルマエビの生産が可能に
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に
半
減
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
水
産
研
究
・
教
育
機
構
に
よ
っ

て
原
因
ウ
イ
ル
ス
が
解
明
さ
れ
、
そ
の

後
、
現
在
ま
で
に
親
エ
ビ
の
ウ
イ
ル
ス
検

査
や
卵
の
洗
浄
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
な
い
エ
ビ
だ
け
で
世
代
交
代
を
繰
り

返
す
な
ど
の
対
策
が
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
天
然
海
域
で
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
い
ま
だ
克
服
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
で
は
世
代
交
代

の
繰
り
返
し
に
よ
る
近
親
交
配
の
悪
影
響

も
懸
念
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
機
構
は
、
品
種
改
良
に

よ
る
病
気
に
強
い
エ
ビ
の
作
出
や
、
近
親

交
配
を
防
ぐ
方
法
の
研
究
開
発
に
取
り
組

み
始
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
最
近
で
は

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
も
進
め
て
お
り
、
品
種

改
良
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
組
み
合
わ
せ
た

頑
強
な
生
産
体
制
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

近
い
将
来
、
生
産
と
供
給
が
安
定
す
る

こ
と
で
、
ク
ル
マ
エ
ビ
が
多
く
の
人
に

と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

※ナノメートル：100万分の1ミリ

これまでクルマエビの養殖は、毎年、天然のメスを親として利用するのが一般的でした。
しかし、天然のエビは病気の原因となるウイルスに感染していることがあり、そうした親か
ら生まれる子どもは高い確率で重い病気を発症します。そこで水産研究・教育機構は、これ
までのウイルス検査技術を改良し、ウイルスに感染していないウイルスフリーの親をより高
い精度で見つけられるようにしました。また、ウイルスフリーの親から生まれた子どもを次
世代の親とすることで、より簡単にウイルスフリー・クルマエビが生産できることを明らか
にしました。現在は、こうした養殖方法が各地の養殖場に広がりつつあります。

ウイルスフリー・クルマエビの活用

＊この成果一部は、農食研究推進事業「 ウイルスフリー・クルマエビ家系の作出に関する技術開発およびその普及 」
（ 平成25 ー 27年 ）によるものです。



図1　マダコを含むタコ類の国内漁獲量と輸入量の推移

瀬戸内海区水産研究所
海産無脊椎動物研究センター
　甲殻類グループ　團

だん

 重
しげ

樹
き

（ FAOと水産庁の統計をもとに作成 ）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1960 65 70 75 80 85 90 95 2000 05 10 15

漁
獲
・
輸
入
量

国内漁獲量
アフリカ漁獲量
日本輸入量

（万トン）

（年）

12vol.54  2018. 3 FRA NEWS

マ
ダ
コ
養
殖
に
向
け
て

マ
ダ
コ
は
、
刺
し
身
、
す
し
、
酢
の

物
、
さ
ら
に
は
タ
コ
焼
き
な
ど
、
幅
広
い

調
理
法
で
食
べ
ら
れ
る
、
日
本
人
に
と
っ

て
な
じ
み
の
深
い
食
材
で
す
。
し
か
し
、

日
本
の
漁
獲
量
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
減

少
を
続
け
、
近
年
は
日
本
人
が
食
べ
る
タ

コ
類
の
お
よ
そ
半
分
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

ま
す（
図
1
）。
モ
ロ
ッ
コ
や
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
沿
岸
で
漁
獲
さ
れ

る
マ
ダ
コ
の
多
く
が
日
本
へ
輸
出
さ
れ
ま

す
が
、
近
年
は
世
界
的
な
需
要
増
加
な
ど

で
、
日
本
の
輸
入
量
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

卵
か
ら
出
荷
サ
イ
ズ
ま
で
マ
ダ
コ
を
育

て
る「
マ
ダ
コ
養
殖
」は
、
マ
ダ
コ
を
市

場
に
安
定
供
給
す
る
た
め
の
有
望
な
手
段

で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
成
長
が

早
く
約
1
年
で
出
荷
サ
イ
ズ（
1
キ
ロ
以

上
）に
達
す
る
、
②
食
べ
た
エ
サ
の
大
部

分
が
体
の
成
長
に
使
わ
れ
る（
マ
ダ
コ
約

50
％
、
マ
グ
ロ
約
15
％
）、
③
泳
ぎ
回
ら

な
い
た
め
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
高
密
度
に

飼
育
で
き
る
、
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、
古
く
か
ら
有
望
な
養
殖
対
象

種
と
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
マ
ダ
コ
養
殖
の

実
現
は
不
可
能
で
し
た
。
そ
れ
は
人
工
的

に
稚ち

ダ
コ
を
育
て
る「
種
苗
生
産
」が
困

難
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

マ
ダ
コ
は
ふ
化
後
約
1
カ
月
間
に

わ
た
っ
て
浮
遊
生
活
を
送
り
ま
す（
図

2
）。
こ
の
浮
遊
期
の
幼
生
を
飼
育
し
て

も
、
20
日
目
ま
で
に
多
く
の
幼
生
が
死
亡

し
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ダ
コ
の
種
苗
生
産

技
術
の
確
立
は
、
60
年
代
に
国
内
で
技
術

開
発
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
長
年
の
夢
で

し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
マ
ダ
コ
幼
生
の
死

亡
原
因
を
突
き
止
め
る
た
め
の
研
究
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
死
亡
原
因



写真1　人工生産したふ化後23日
目の着底稚ダコ（下は拡大 ）

写真2　ふ化後50日目の稚ダコ
（ 全長約3センチ ）

図2　マダコの生活史と養殖の問題点

飼育困難
浮遊生活
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に
は
飼
育
水
槽
内
の
水
流
や
エ
サ
の
種
類

と
栄
養
価
な
ど
の
複
数
の
要
因
が
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
近
年
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
死
亡
原
因
を
防

ぐ
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浮

遊
期
を
無
事
に
乗
り
越
え
た
稚
ダ
コ
約

２
千
７
百
匹
を
高
い
生
き
残
り
率（
平
均

77
％
）で
実
験
的
に
生
産
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
き
ま
し
た（
写
真
1
）。

現
在
も
、「
マ
ダ
コ
養
殖
」
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
安
定
し
て
稚
ダ
コ
を
生
産
す

る
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
稚
ダ

コ（
写
真
2
）を
出
荷
サ
イ
ズ
ま
で
飼
育

す
る
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

産卵

着底

ふ化

底生生活

マダコの親
卵の拡大

＊本成果の一部は、科研費基盤C「 水流による浮遊・遊泳補助を利用したマダコ種苗生産技術の開発 」（17K07928 ）によるものです。
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海
産
無
脊
椎
動
物
の
増
養
殖
研
究
の
将
来
像

最
後
に
、
海
産
無
脊
椎
動
物
の
増
養
殖
研

究
に
つ
い
て
、
生
態
系
保
全
と
産
業
推
進
と

い
う
2
つ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
説
明
し
ま

す
。生

態
系
保
全

魚
類
や
他
の
海
産
無
脊
椎
動
物
と
は
異
な

り
、
ア
サ
リ
や
タ
イ
ラ
ギ
、
カ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
は
、
海
水
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
を
こ
し
取
っ
て
食
べ
る
た
め
、
エ
サ
を
あ

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
魚
な

ど
の
給き

ゅ
う

餌じ

養
殖
で
発
生
し
た
排は

い

泄せ
つ

物
や
エ
サ

の
食
べ
残
し
、
生
活
排
水
な
ど
陸
上
か
ら
流

入
し
た
有
機
物
が
分
解
さ
れ
て
生
じ
た
栄
養

塩（
窒
素
を
含
む
亜
硝
酸
塩
や
硝
酸
塩
、
リ

ン
を
含
む
リ
ン
酸
塩
、
ケ
イ
素
を
含
む
ケ
イ

酸
塩
な
ど
の
総
称
）が
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
増
や
し
、
こ
れ
ら
が
、
エ
サ
と
し
て
二

枚
貝
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
、
海
洋
環
境
に

生活排水など陸からの流入や魚の養殖などで生じた栄養塩から植物プランク　トンが増えます。これを二枚貝がこし取って食べ、成長します。
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吸収

栄養塩の
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生態系の中における
栄養塩の動き
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お
い
て
プ
ラ
ス
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
食
べ
た
二
枚
貝
が
干
潟
で
成
長
す
れ

ば
、
私
た
ち
は
潮
干
狩
り
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
こ
と
も
、
食
卓
に
上
が
る
食
材
と

し
て
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
態
系
か
ら
得
て
い
る
利

益
の
こ
と
を
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
呼
び
、
食

糧
な
ど
の
供
給
サ
ー
ビ
ス
、
気
候
な
ど
の
調

整
サ
ー
ビ
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

文
化
的
サ
ー
ビ
ス
、
栄
養
循
環
な
ど
の
基
盤

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
も
た
ら
す
生
物
を
養
殖
す
る
こ

と
で
、
人
間
活
動
に
も
自
然
環
境
に
も
よ
い

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
魚
の
ほ
か
に
、
エ
ビ
や
二

枚
貝
、
さ
ら
に
は
、
有
機
物
の
粒
子
や
そ
の

表
面
、
内
部
に
繁
殖
し
た
微
生
物
を
食
べ
る

ナ
マ
コ
の
よ
う
な
動
物
、
栄
養
塩
を
直
接
吸

収
し
て
成
長
す
る
ノ
リ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
海

藻
を
組
み
合
わ
せ
た
、
複
合
養
殖
の
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
生
態
系

生活排水など陸からの流入や魚の養殖などで生じた栄養塩から植物プランク　トンが増えます。これを二枚貝がこし取って食べ、成長します。



今だけ、ここだけ、
あなただけ

地方の産業を
成功させるキーワード
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の
保
全
に
加
え
て
、
生
産
の
安
定
性
や
持
続

性
も
向
上
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
無
脊
椎
動
物
を
養
殖
す
る
こ
と

に
よ
る
環
境
保
全
効
果
の
研
究
を
、
理
論
だ

け
で
な
く
実
際
に
現
場
で
実
証
す
る
研
究
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

水
産
研
究
・
教
育
機
構
で
は
、
多
く
の
機

関
と
連
携
し
、
栄
養
塩
と
二
枚
貝
や
海
藻
の

成
長
・
生
残
率
と
の
関
連
な
ど
、
環
境
と
生

態
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
か

ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

海
域
の
環
境
を
守
り
つ
つ
、
給
餌
養
殖
、
無

給
餌
養
殖
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
た
最
適
な
海
面
利
用
が
期
待

で
き
ま
す
。

産
業
推
進

こ
の
よ
う
な
無
脊
椎
動
物
の
養
殖
や
増
殖

は
、
干
潟
・
浅
場
な
ど
沿
岸
に
近
い
と
こ
ろ

で
展
開
さ
れ
る
た
め
、
地
域
性
が
強
く
、
そ

の
場
の
条
件
に
適
合
す
る
種
類
を
選
択
す
る

こ
と
で
、
観
光
産
業
や
地
域
振
興
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
方
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
今
だ
け
・
こ
こ
だ
け
・
あ
な
た
だ
け
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
タ
イ
ラ
ギ
の
よ
う
に
資
源
が

著
し
く
減
少
し
て
し
ま
っ
た
高
級
二
枚
貝

は
、
近
く
で
獲
れ
た
も
の
が
販
売
さ
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
先
に
述
べ
た
タ
イ
ラ
ギ
の
種
苗

生
産
お
よ
び
中
間
育
成
の
技
術
を
利
用
し
、

種
苗
を
安
定
供
給
し
て
養
殖
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
地
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
地

域
の
特
産
物
と
し
て
、
観
光
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
魅
力
の
一
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
キ
は
全
国
各
地
で
養
殖
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
味
も
食
感
も
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
各
地
域
で
異
な
る
環
境

条
件
に
適
し
た
技
術
を
用
い
て
育
て
、
そ
れ

ら
の
産
物
の
品
質
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
た
カ
キ

の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ク
ル
マ
エ
ビ
に
つ
い
て
は
国
内
で
の
養
殖

が
堅
調
で
す
が
、
疾
病
発
生
に
よ
る
リ
ス
ク

は
い
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
育
種
研
究
を
進
め
て
病
気
に
強
く
高
成

長
な
品
種
を
作
り
出
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

国
際
的
に
も
競
争
力
の
高
い
輸
出
産
物
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
海
産
無
脊
椎
動
物
の
研
究
開

発
に
よ
り
、
地
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
後
押

し
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●海産無脊椎動物の増養殖研究
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写真　赤変病を発症したアコヤガイ（ 右 ）と
健康なアコヤガイ（ 左 ）
病貝の軟体部は赤色化し、萎縮します

漁業･養殖業生産統計年報のデータを元に作成

赤変病発生

発生海域拡大

｜研｜究｜成｜果｜情｜報｜
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ア
コ
ヤ
ガ
イ
赤せ

き

変へ

ん

病び
ょ
う

の
病
原
体
の
推
定

１
９
９
０
年
代
に
、
真
珠
養
殖
に
利
用
さ

れ
る
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
高
い
死
亡
率
を
と
も
な

う
感
染
症（
赤
変
病
）
が
発
生
し
、
真
珠
生

産
量
は
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た（
図
）。

病
気
に
な
っ
た
貝
の
体
は
赤
く
変
色
し
て
萎

縮
し（
写
真
）、
や
が
て
死
亡
し
ま
す
。
原

因
究
明
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ア
コ

ヤ
ガ
イ
の
体
内
に
は
正
常
な
状
態
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
微
生
物
が
存
在
す
る
た
め
、
病
原
体

は
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
を
赤
変
病
の

病
原
体
の
探
索
に
利
用
し
ま
し
た
。
病
気

の
貝
と
健
康
な
貝
に
含
ま
れ
る
遺
伝
情
報

を
、
し
ら
み
潰
し
に
解
読
し
て
比
較
す
る
と

い
う
方
法
で
す
。
本
手
法
に
よ
り
、
病
気
の

貝
に
は
必
ず
あ
る
種
の
細
菌
が
存
在
し
、
健

康
な
貝
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
の
細
菌
は
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
と
呼
ば

れ
、
ヒ
ト
の
梅
毒
や
豚
の
下
痢
症
な
ど
の
病

原
細
菌
の
仲
間
で
す
。
病
気
の
貝
に
特
異
的

に
検
出
さ
れ
る
こ
の
細
菌
が
、
赤
変
病
の
病

原
体
と
し
て
強
く
疑
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
だ

証
明
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
は
、
本
細
菌
と
赤
変
病
と
の
因
果
関

係
に
つ
い
て
確
証
を
得
る
べ
く
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
細
菌
は
ヒ
ト
を
含
め

た
ほ
乳
類
に
は
無
害
で
す
。

西太平洋やインド洋東部の、熱帯
から温帯の海にいる貝です。水深10
メートルくらいまでの岩などにくっ
ついて、海水中の植物プランクトン
などを食べています。大きいものは、
殻が直径10センチくらいになります。

昔からアコヤガイから真珠が採れ
ることが知られていて、20世紀初め
には、日本でアコヤガイに丸い真珠
を作らせる技術が開発されました。
その技術を使って真
珠の養殖が始まり、 
多くの人が真珠を身
に着けられるように
なりました。

アコヤガイ



あんじいの
さかな

に乾杯

イヌノシタアカシタビラメ

クロウシノシタ
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第43回 　シタビラメ

華
か

麗
れ い

で繊
せ ん

細
さ い

なシタビラメの3種料理

材料（4人分）

（1）シタビラメのムニエル
シタビラメ....................中 4尾
ジャガイモ.........................2個
ニンジン............................1本
スナップエンドウ........... 12本
ローズマリー.....................1本
唐辛子................................1本
ニンニク........................1かけ
レモン................................1個
オリーブオイル............... 適宜
バター.............................. 適宜
塩..................................... 適宜
バジル粉.......................... 適宜
白ワイン.......................少々　
しょう油....................小さじ 1

（2）シタビラメのつみれスープ
シタビラメ.........................4尾
（ムニエルで取り置いた尾の部分）
タマネギ............................1個
（半分はつみれに、半分は薄切り）
山芋................................. 適宜
青ネギ................................2本
みそ...........................小さじ 1

（魚の大きさで調整）
コンソメ............................1個
塩..................................... 適宜

（3）シタビラメの南蛮漬け
小型のシタビラメ............ 適量
オリーブオイル............... 適量
すし酢.......................半カップ
ポン酢.......................半カップ
唐辛子................................2本

春が旬！
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作り方　※（　）内は調理時間

シ
タ
ビ
ラ
メ
は
カ
レ
イ
目
サ
サ
ウ
シ
ノ

シ
タ
科
と
ウ
シ
ノ
シ
タ
科
に
属
す
る
魚
の

総
称
で
す
。
日
本
で
は
ウ
シ
ノ
シ
タ
科
の

ア
カ
シ
タ
ビ
ラ
メ
や
ク
ロ
ウ
シ
ノ
シ
タ
、

イ
ヌ
ノ
シ
タ
が
主
に
食
用
に
流
通
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
沿
岸
か
ら
水
深
１
０
０

メ
ー
ト
ル
程
度
の
砂
場
あ
る
い
は
砂さ

泥で
い

域

に
生
息
し
て
い
ま
す
。
体
は
牛
の
舌
の
よ

う
な
独
特
な
形
を
し
て
お
り
、
砂
に
潜
っ

て
生
活
し
、
ゴ
カ
イ
や
小
型
の
甲
殻
類
、

二
枚
貝
な
ど
の
底
生
生
物
を
捕
食
し
ま
す
。

シ
タ
ビ
ラ
メ
は
、
繊
細
で
柔
ら
か
く
、

癖
の
な
い
白
身
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
皮

を
剥は

い
で
加
熱
す
る
と
き
れ
い
に
骨
か
ら

身
が
取
れ
る
の
で
食
べ
や
す
い
魚
で
す
。

今
回
は
定
番
の「
シ
タ
ビ
ラ
メ
の
ム
ニ

エ
ル
」が
登
場
。
ま
た
、
骨
も
一
緒
に
叩

き
込
ん
だ
ミ
ン
チ
を
用
い
た「
つ
み
れ

ス
ー
プ
」と
、
比
較
的
安
価
な
小
型
の
も

の
を
利
用
し
た
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
る「
南

蛮
漬
」の
2
品
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
に

う
っ
て
つ
け
で
す
。
食
感
・
味
付
け
の
異

な
る
3
品
を
ぜ
ひ
堪た

ん

能の
う

し
て
く
だ
さ
い
。

（１）シタビラメのムニエル
（下ごしらえを含め約40分）

❶	 頭が付いている場合は、裏側か
ら皮一枚残して頭を切り、その
まま頭を引っ張って皮を剥

は

ぎと
ります。内臓も取り除き、水で
よく洗ってキッチンペーパーな
どで水分をふき取ります。3分
の 1くらいの尾の部分を切り落
とし、つみれスープ用に取り分
けておきます。

❷	 軽く塩をしてバジルを振りかけ
ます。薄力粉を軽く全体にまぶ
し10分程度おきます。

❸	 お皿に添えるジャガイモ、ニン
ジン、スナップエンドウをゆで
ます。

❹	 フライパンにオリーブオイルを
入れて熱し、ローズマリーと唐
辛子、ニンニクの輪切りを入れ
で香りづけしたら、オリーブオ
イルだけを残して取り出しま
す。そこに「❷」を入れて両面
を焼き、軽く焼き色がついたら、
バターを入れてさらに両面を焼
き、シタビラメがきつね色に
なったら取り出します。

❺	「❹」のフライパンの残った油
をふき取ったら再度火にかけ、

新たにバターとしょう油と白ワ
インを入れます。少し煮詰めた
ら、レモン汁を入れてレモン
しょう油ソースを作ります。

❻	 焼いたシタビラメに「❺」のソー
スをかけて、レモンの輪切りと
ゆでたジャガイモ、ニンジン、
スナップエンドウを添えて出来
上がり。熱々を召し上がれ。

（2）シタビラメのつみれスープ
（下ごしらえを含め約30分）

❶	（１）で切り落としたシタビラ
メの尾の部分を包丁でよくた
たくか、フードプロセッサー
でミンチ状にします。

❷	 みそ、タマネギのみじん切り、
山芋のすりおろしを「❶」と
合わせて練りこみます。

❸	 コンソメのスープを適量作っ
たら、「❷」をボール状にして
入れ、火を通します。さらに、
タマネギの薄切りと青ネギを
細く切ったものを入れ、軽く
沸騰させます。その際灰

あ

汁
く

は
とっておきます。

❸	 塩で味を調えたら出来上が
り。熱々を召し上がれ。

（3）シタビラメの南蛮漬け
（下ごしらえを含め約30分）

❶	小型のシタビラメが手に入れ
ば、（1）の「❶」同様、頭と皮
を剥ぎ、内臓を取ったら水で
よく洗い、キッチンペーパー
などで水分をふき取ります。

❷	 中骨に沿って縦に 3つに切り
分けます。その際、中骨の部
分は狭くします。

❸	 フライパンにオリーブオイル
を入れて熱したら、「❷」を数
回に分けて入れ、キツネ色に
なるまで素揚げにします。

❹	 ボールに、すし酢とポン酢を
1：1で入れて混ぜ合わせ、唐
辛子を 1〜 2本浮かせておき
ます。

❺	「❸」で揚げたシタビラメを
直接「❹」のたれに入れ、し
みこませます。次のものが揚
がったら、前に漬けこんでい
たものは別の皿に移しておき
ます。これを繰り返します。

❻	 器に盛ったら出来上がり。ピ
リ辛で甘酸っぱい味付けが食
欲をそそります。

シタビラメ



会議・イベント報告

松本主任研究員の講演のようす

上：総合討論の
ようす
下：質疑応答の
ようす
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ズワイガニに関する地域研究集会を開催
日本海区水産研究所は、2017年11月

28日、新潟市万代市民会館で、水産海洋
学会、新潟県水産海洋研究所との共催によ
り、「日本海研究集会－日本海北部のズワ
イガニ資源を考える－」を開催しました。
集会では、研究者だけでなく、行政、漁業
者、加工業者など約70人の参加があり、
資源管理部資源生態グループ主任研究員の
上
う え

田
だ

祐
ゆ う

司
じ

が日本海のズワイガニ資源につい
て、同グループ長の養

よ う

松
しょう

郁
い く

子
こ

がベニズワ
イガニ漁業と観光資源としての活用につい
て講演しました。

さらに、全国底曳網漁業連合会からズワ
イガニの本場である日本海西部の漁業につ
いて、鳥取県水産試験場から単価に直結す
る市場での銘柄仕分け方法について、新潟
県水産海洋研究所から新潟を中心とする日
本海北部における漁業やズワイガニのブラ

ンド力強化による単価向上に向けた取り組
みについて講演がありました。

講演後の総合討論では、日本海北部での
ズワイガニの持続可能な資源利用やブラン
ド力・単価の向上に必要な取り組みなどに
ついて、日本海西部での先進事例を参考に、
講演者と参加者で活発な意見交換ができま
した。日本海側各府県で漁獲金額の上位を
占めるズワイガニへの関心の高さがうかが
えました。 

三重県農林水産部、三重大学大学院生物
資源学研究科と水産研究・教育機構増養殖
研究所は、最新の研究成果を漁業者や市民
に紹介するため、毎年三重県内で公開シン
ポジウム「みえ水産フォーラム」を開催し
ています。第８回となる今回は、2017年
12月２日に三重大学で、日本水産学会中
部支部大会と共同で「三重県における貝類
増養殖の課題と展望」をテーマに開催しま
した。大学の先生、学生、水産関係者を中
心に約50人の参加がありました。

三重県の水産業、アサリ餌料環境、アワ

ビ増殖につい
ての発表に加
え、当機構か
らは増養殖研
究所養殖シス
テム研究セン
ター増養殖環境グループ主任研究員の松

ま つ

本
も と

才
と し

絵
え

が「三重県内での天然種苗を用いたマ
ガキ養殖」を講演しました。

貝類増養殖が抱える課題について活発な
議論があり、参加者の関心の高さがうかが
えました。

第8回みえ水産フォーラムを開催



会議・イベント報告

ブース展示のようす セミナーのようす

孔井さんの観察図「じいちゃんの大切なフナ」 水口さんの工作
「ホタルイカ漁」
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「海とさかな」自由研究・作品コンクール
水産研究・教育機構  理事長賞が決定
「海とさかな」自由研究・作品コンクー

ルの各賞の表彰式が2017年12月2日、都
内のホテルで行われました。研究部門では、
孔
あ な

井
い

 露
ろ

山
さ ん

土
ど

採
さ い

海
み

さん（大分県・小学校3年）
の観察図「じいちゃんの大切なフナ」、創
作部門では水

み ず

口
ぐ ち

 颯
さ

介
す け

さん（富山県・小学校
4年）の工作「ホタルイカ漁」がそれぞれ水
産研究研究・教育機構理事長賞を受賞しま
した。

このコンクールは、小学生を対象に、い
ろいろな体験を通じて「海とさかな」につ
いて学んでもらおうと、朝日新聞社・朝日
学生新聞社が主催、日本水産株式会社が協
賛し、当機構などが後援しています。

受賞作品は、農林水産大臣賞の受賞作品
とともに栃木県日光市にある「さかなと森
の観察園」の「おさかな情報館」で3月20
日から展示しています。

水産研究・教育機構は、1月16 ～ 17日
の２日間、横浜市の大桟橋ホールで開催さ
れた「海と産業革新コンベンション2018」
に出展しました。展示ブースでは、水産業
の成長産業化をテーマに、水産ビジネスに
ICT（Information and Communication 
Technology：情報通信技術）や IoT（In-
ternet of Things：モノのインター
ネット）を取り入れていく方法や、
当機構が事務局を務める水産増養殖
産業イノベーション創出プラット
フォームを紹介しました。

17日のセミナーでは、「ICT によ

る水産業の活性化」と題して講演しました。
セミナーは満席となり、立ち見を含め約
60人の参加者が訪れ、関心の高さがうか
がえました。

セミナー終了後は、展示ブースで複数の
企業の方からご意見・ご要望を伺い、活発
な意見交流を行いました。

海と産業革新コンベンション2018に出展



アンケート結果

メール：fra-pr@ml.affrc.go.jp
F A X：045 - 227 - 2702

▶ご意見・ご感想をお寄せください。

読者アンケートにご協力いただき、ありがとうございました

2017年12月に刊行した「FRANEWS」53号（ノリの研究）でアンケートをお願いしましたところ、
2月9日までに51人の方々から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。以下にその
結果の要点をご報告いたします。

❖ノリの研究について
面白かった（51人中46人）、分かりやすい（51人中42人）との評価をいただきました。産地や消費

地のデータがあり参考になった、最近の研究情報が分かりやすく説明されていてよかった、もう一歩、
踏み込んだ内容でもよかった、とのご意見をいただきました。

❖ピックアッププレスリリースについて

面白かった（51人中39人）、分かりやすい（51人中39人）との評価をいただきました。今後、この
ような研究を各養殖対象種について進めてもらえるよう期待する、少し専門的になり過ぎているの
では、などのご意見をいただきました。

❖あんじいの魚菜に乾杯について

面白かった（51人中43人）、分かりやすい（51人中43人）との評価をいただきました。解説もあり、
楽しく読めた、説明文ではグラフを使って記述するとより分かりやすいのではないか、などのご意
見をいただきました。

❖研究成果情報について

面白かった（51人中47人）、分かりやすい（51人中42人）との評価をいただきました。べこ病の成
果を実用までこぎつけるように期待する、ニジマスの成果が面白かった、などのご意見をいただき
ました。

今後、「FRANEWS」で取り上げて欲しいことは、アグリビジネス創出フェアは特集として広く内
容を紹介してもらいたい、赤潮の分布拡大や被害の状況など近年の傾向などを知りたい、世界的な
養殖魚、エビなどの病気について知りたい、などのご意見をいただきました。

読者の皆様からいただいたこれらの意見を参考に、関心の高い研究開発の情報について画像など
を多く用いることでより分かりやすくまた、親しみやすくお伝えできるよう努めてまいります。

『FRANEWS』に限らず、水産研究・教育機構へのご意見などございましたら、メール（fra-pr@
ml.affrc.go.jp）や FAX（045-227-2702）でお寄せくださいますようお願いいたします。
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執筆者一覧

■海産無
む

脊
せ き

椎
つ い

動物の増養殖研究
○貝、エビ、タコの研究の背景と現状････････････････････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　海産無脊椎動物研究センター　岡　　雅一
○アサリ漁場を整備して漁獲に成功･･････････････････････････････････････････････････････････水産工学研究所　水産土木工学部　生物環境グループ　南部　亮元
○タイラギの人工種苗を活用して母貝団地をつくる取り組み･････････ 西海区水産研究所　有明海・八代海漁場環境研究センター　資源培養グループ　松山　幸彦
○クルマエビ養殖の現在と未来　･･････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　海産無脊椎動物研究センター　甲殻類グループ　菅谷　琢磨
○マダコ養殖に向けて･････････････････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　海産無脊椎動物研究センター　甲殻類グループ　團　　重樹
○海産無脊椎動物の増養殖研究の将来像････････････････････････････････････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　業務推進部　日向野純也

瀬戸内海区水産研究所　海産無脊椎動物研究センター　岡　　雅一

■研究成果情報
○アコヤガイ赤

せ き

変
へ ん

病
びょう

の病原体の推定･･････････････････････････････････････････････････････････････ 増養殖研究所　魚病研究センター　免疫グループ　松山　知正

■あんじいの魚
さ か な

菜に乾杯
○第43 回　春が旬！  華

か

麗
れ い

で繊
せ ん

細
さ い

なシタビラメの3種料理･････････････････････････････････水産大学校　水産流通経営学科　流通経営講座　准教授　山本　義久

■おさかな　チョット耳寄り情報
○ no.52　どう成長するでしょうか？･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････広報誌編集委員会事務局

刊 行 物 報 告

発行時期：2017年12月
問い合わせ先：
北海道区水産研究所  業務推進部  業務推進課

発行時期：2018年2月
問い合わせ先：
北海道区水産研究所  業務推進部  業務推進課

水産研究・教育機構　研究開発情報
北の海から　第30号

水産研究・教育機構　研究開発情報
北の海から　第31号

発行時期：2018年3月
問い合わせ先：
北海道区水産研究所  業務推進部  業務推進課

水産研究・教育機構　研究開発情報
SALMON 情報　第12号

発行時期：2018年1月
問い合わせ先：
研究推進部  研究支援課

発行時期：2018年1月
内容：ヒラツメガニ
問い合わせ先：
経営企画部  広報課

発行時期：2017年11月
問い合わせ先：
開発調査センター  開発業務課

発行時期：2018年3月
内容：トゲクリガニ
問い合わせ先：
経営企画部  広報課

水産研究・教育機構研究報告
第46号

おさかな瓦版　No.81

おさかな瓦版　No.82

沿岸域における漁船漁業ビジネスモデル
研究会ニュースレター　No.27

ウェブサイトURL
http://hnf.fra.affrc.go.jp/kankoubutu/kitaumi/
kitanoumikara30.pdf

ウェブサイトURL
http://hnf.fra.affrc.go.jp/kankoubutu/kitaumi/
kitanoumikara31.pdf

ウェブサイトURL
http://jamarc.fra.affrc.go.jp/enganbiz/newsletter/
newsletter_list/newsletter_nono27_2017011.pdf

ウェブサイトURL
http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/letter/no81.pdf

ウェブサイトURL
http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/letter/no82.pdf

ウェブサイトURL
http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/bull/bull46/
index.html

ウェブサイトURL
http://salmon.fra.affrc.go.jp/kankobutu/srr/srr.
htm#012
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メルマガ配信中！
https://www.facebook.com/fra.go.jp/

水産研究・教育機構のメールマガジン「 おさかな通信 」を発行しています。
登録はこちらから ▶ http://www.fra.affrc.go.jp/mail/

背骨がない無脊椎動物は約100万
種いるといわれています。地球上の
あらゆる環境に適応し、大きさ、形
態、生態とも多種多様です。

その中で節足動物のエビやカニ、
軟体動物のイカやタコ、貝類、棘

きょく

皮
ひ

動物のウニやナマコ、尾
び

索
さ く

動物のホ
ヤなどが食用として利用されていま
す。そのほか、節足動物のハエの幼
虫サシ、ユスリカの幼虫アカムシ、

環形動物のゴカイなどは釣りエサに
なります。また、節足動物のカブト
ガニの血液からは、ヒトの体中の毒
素を調べる検査薬が作られています。

地球上のいたるところにいる無脊
椎動物ですが、利用されている種類
はごく限られています。とくに水中
に生息する無脊椎動物は、魚屋さん
や水族館などで見かけるほかは、ほ
とんど目にする機会がありません。

暖かくなると潮干狩りや磯遊び
をする機会が増えると思います。潮
だまりにいる海綿動物のカイメン、
棘皮動物のヒトデ、刺胞動物のイソ
ギンチャク、砂の中にいる環形動物
のゴカイや節足動物のアナジャコな
ど、普段目にしない無脊椎動物を観
察する格好の機会かもしれません。

（角埜 彰）

編集
後記


アサリ
A

B

C

アカウニ

ガザミ

【答え】　アサリ：B（トロコフォア幼生）　　アカウニ：C（プルテウス幼生）　　ガザミ：A（ゾエア）

no.52おさかな　チョット耳寄り情報

どう成長するでしょうか？
海産無

む

脊
せき

椎
つい

動物は、親とふ化したばかりの赤ちゃんの姿が違う場合がよくあります。下の
アルファベットA・B・Cの赤ちゃんの写真と、親の写真を線で結んでみましょう。答えは
当コーナーの下です。

赤ちゃん 親


